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1．研究背景・目的                     

ラオスは、多くの民族集団が居住する多民族国家であ

る。それぞれの民族集団は、異なる歴史的背景や生活習

慣をもち、独自の世界観のもとに生きている。そうした

様態は、衣服や暮らし方、宗教だけでなく、住居や集落

などの居住空間からもよみとることができる。よって同

じような自然環境に暮らしていても、世界観に応じて居

住空間にさまざまな違いがみられる。 
本研究では、ラオ人の居住空間をかたちづくるさまざ

まな事がらに着目し、生業や宗教、血縁関係など、多面

的に集落の空間構成を分析し、その特性を明らかにして

いく。特に、屋敷構えは集落空間を構成する重要な要素

であり、屋敷構えや屋敷周辺の空間を中心にして、集落

空間の領域性や構成原理を探ろうと試みる。 
2．調査研究の概要                     

2.1 調査概要 

 本研究は現地調査に基づいている。現地調査は、

2010年9月4日から10月3日の計30日間にわたり、ヴィ

エンチャン北部に位置するVK集落において実施した。 

調査内容は、集落図・住居の平面図・断面図・屋敷図

の作成、村人へのインタビュー調査である。インタビュ

ー項目は、家族構成・宗教・就寝形態・食事形態・耕作

物・家畜・住居形成・移住・その他についてであり、各

住居の住人から聞き取った。 

 

 

 

 

 

 

2.2 調査地概要 

調査地であるVK集落は、ヴィエンチャン市内から車

で2時間ほどのところにあり、ヴィエンチャン県ゲオウ

ドン郡の低湿地帯に位置する(図1)。ここで暮らす人び

とは、タイ・プワンという民族集団である。VK集落は、

1968年にベトナム戦争を逃れるためにシエンクアンか

ら移動してきた人々によって創設された。 

 

図1 調査地位置 

VK集落は、道路を挟むように形成されている。集落

の東側には大きな川が流れており、その水を利用した水

稲耕作が生業の中心となっている。集落は川と水田の間

に位置している（図2,3）。 
 また、住居のまわりには広大な屋敷地が形成されてお
り、それぞれが柵や塀で囲まれている。ほとんどの住居

に共通して、屋敷地の中に付属屋や家畜小屋などが配置

されている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図2 集落図 
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図3 地形略断面図 

シエンクアンから移住する際、土地の条件として川が

あり、農業が営める場所が選定された。移住当時は現在

の集落から300メートルほど離れた川沿いで生活してい

た。しかし、ベトナム戦争が終わる1972年から1975年

にかけて、ヴィエンチャンやシエンクアンに戻るなどし

て、一部の住民が移動した。また、1981年の川の洪水

をきっかけに現在の位置へ徐々に移動した。集落形成は

1997年までに完了し、現在に至る。VK集落は高床式住

居が37戸、高床式で1階がRC造住居が8戸、RC造住居

が16戸の計61戸、292人（男149人、女143人）の規模

をもつ。 

3．空間構成からみた集落空間の形成                     

3.1 住居形式 

高床式住居の空間構成は、床下部分と床上居住部分の

2つからなる。床下部分は主に倉庫や物置となっている。

床上の居住部分は、5つの空間に分類できる。①玄関前

にある屋根つき露台、②中央に位置する団らん・接客ス

ペース、③寝室、④炊事場、⑤屋根のない露台、の5つ

である（図4）。 
高床式で1階がRC造住居の空間構成は、1階居住部分

と2階居住部分の2つからなる。1階居住部分は、5つの 
 

空間に分類できる。①玄関前にある屋根つき露台、②中

央に位置する団らん・接客スペース、③寝室、④炊事場、

⑤物置やトイレ、の5つである。2階居住部分は、主に

寝室として使用される（図4）。 
RC造の空間構成は、4つの空間に分類できる。①中

央に位置する団らん・接客スペース、②寝室、③炊事場、

④物置やトイレ、の4つである（図4）。2階がある場合

は、主に寝室として使用される。 

 
図4 住居形式ごとの基本平面構成 

3つの住居形式をみると、平面の空間構成はどの住居

形式でもほとんど変わらないことがわかる。概ね入口の

側から、団らん・接客スペース、寝室、炊事場と配置さ

れている。炊事場は、入口からは直接見えないようにな

っている。入口と炊事場の位置関係は、必ず対極となる。

入口と炊事場は、ほとんどの住居において、最も離れた

位置にある。 
3.2 屋敷構成 

VK集落の屋敷構成の特徴は、母屋があり、母屋の周

辺にトイレや鶏小屋といった付属屋が点在していること

である。そして、それらの建物を竹や木材でできた柵で表1 屋敷地一覧表 
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囲っている。これは、ほとんどの住居に共通する。しか

し、VK-9,37,38のように家畜が屋敷外に出ていく心配

がない住居、住居を森林の地形に沿って建設している住

居は、完全に柵で囲まれていない（図5）。 

図5 柵で囲まれていない住居例（VK-9） 

住居の配置は、柵の入口に1番近い場所に母屋を設け

る傾向がある（表1）。換言すれば、母屋を道路に1番

近いところへ配置しているともいえる。その反面、トイ

レ、鶏小屋といった付属屋は、母屋の後ろに配置してい

る住居が多い。さらに、トイレや水場、米倉といった生

活に密接な関係をもつ建物は、豚や水牛などを飼育する

家畜小屋と比べると住居の近くに位置することが多い。

家畜小屋は、住居の背後、敷地の端、入口から奥まった

場所に配置されることが多い。 
3.3 入口の向き 

 VK集落では、住居への入り

方として、階段を経由して住

居内へ入る方法と地上から住

居内へそのまま入る方法があ

る。階段を使う場合は、道路 
から階段（道路に対して垂直）まで進む。階段を上りき

ってから向きを変えて戸口から住居へ入る。この入り方

は、高床式住居に多くみられる。地上からそのまま入る

場合、道路側に面した入口（道路に対して垂直）にまっ

すぐに進み、そのまま住居へ入る事例が多い（図6）。

これはRC造に多くみられる。 
図6で示した住居への2種類の進入方向が同じと考え

ると、全61戸中、59戸（97％）が当てはまる。このこ

とから、住居の入口の向きは、道路からアプローチしや

すいことを優先していると考えられる。 
3.4 建設年代 

 VK集落の住居は、1965年に建設されたVK-57を筆頭

に、寺院の周辺で、さらに道路沿いから建設されていっ

た。寺院周辺が高密度になると、寺院と反対側の道路沿

いにも住居の建設が始まる。その後、小学校の付近や寺

院の裏側にも住居が建設されるようになる。 
 そのような住居建設のプロセスを、住居形式別にみ

ると図7のようになる。高床式住居は、洪水をきっかけ

に、道路沿いに移動してきた。90年代になると、多く

の住居が移動している。RCを用いた住居は、集落の中

心に位置する寺院の周辺から増えている。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．血縁関係からみた領域の形成                    

表2 土地の取得方法 

 

土地の取得方法として、約半数の46％が親族から土

地を取得している（表2）。 
 VK−11を筆頭とする親族集団をみると、息子夫婦

（VK-1,61）に土地を譲り、比較的近い場所に住居が配

置されている（図8）。 

35年前 

25年前 

20年前 

現在 

図6 入口の向き 

図7 建設年代 
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 つぎに、VK−37を筆頭とする親族集団をみる。

VK−38は、VK−37から土地を譲り受けている。そのた

め、VK−37の住居の近くに住居を構えている。しかし、

VK−13は、姻族関係の義父から土地を譲り受けている

ため、VK−37と離れた場所に住居を構えている。

VK−59は、VK−60から土地を購入しており、離れた場

所に位置している（図8）。 
 これらのことから、親族内での土地の相続や譲渡によ

って居住場所が確定し、集落全体の住居配置に影響を与

えていることがわかる。 

 
図8 血縁による住居配置 

5．宗教からみた集落空間の形成                  

5.1 VK集落のアニミズム 

多くの住居では、炊事場の炉の近くにサオニャーと呼

ばれる柱がある。サオニャーには、ニャーハイカーオと

呼ばれる霊が祀られ、儀礼で米や蒸した鶏を柱に貼付け

る。供え物をしないと、ニャー（おばあさん）が、住人

に病気をもたらすといわれている。供え物をしている限

り、住人が健康に生活できると同時に、他の霊が入らな

いように家を守ってくれるという意味も含まれている。 
5.2 サオニャーの位置 

サオニャーのある住居46戸の内、そのすべてで、炊

事場の炉の付近にサオニャーがあることが確認できた。

一方、残りの15戸にはサオニャーがない。その理由と

しては、いずれつくる予定があるが立替えや引越しがあ

るために現在はないこと、または、頻繁に引っ越しをす

るため、サオニャーを祀らなくなったことがある。 
また炉の付近にサオニャーがあることは、炊事場が一

棟型か分棟型かに関わらず、同じである。さらに住居形

式からみても、サオニャーの位置は変わらず同じである。 

6．考察                       

VK集落では、住居空間・屋敷空間・集落空間の各レ

ベルを「生活空間」と「生命の維持や再生産に関わる空

間」の2つにわけてとらえることができる。前者は、

人々が生活を営む空間であり、後者は生命の産出に関わ

る空間である。 
VK集落は外部社会の影響を受けて集落空間が時代と

ともに変化してきた。しかしサオニャーの位置はその変

化の渦中においても変わらなかった。それは集落の人に

とってサオニャーが普遍的なもので、何かを象徴するも

のだからではないだろうか。筆者は、サオニャーが食事

をつくる場所にあることから、生命の産出・創造の象徴

なのではないかと考える。 
この生命にかかわる空間が全体の中でどこに位置づけ

られているのかを見てみると、住居空間では生活空間の

奥にあることが全件に共通している。この空間序列を屋

敷・集落のレベルへスケールアップして当てはめてみる

と、住居空間と同様に、生命の産出・再生産に関わる空

間は生活空間の奥側にあることがわかった。 
屋敷空間では、家畜の育成を行う家畜小屋が生命の再

生産と関わる空間となり、母屋や水場などの生活空間の

奥に位置する。さらに集落空間では、川や田といった自

然資源で生命が産出され、再生産される空間となり、屋

敷地自体が生活空間となる（図9）。 

 

図9 空間構成概念図 

しかし集落の構成は先述の空間序列のみで決定される

ものではない。伝統的な原理は、外部社会からの影響を

受けながら日々変化している。VK集落におけるこうし

た変化はその形成過程より、集落を貫通する基幹道路を

とおして外部から流入し、集落内に浸透していっている。

以上より伝統的な原理と外部社会からの影響が絡み合う

ことで、現在のVK集落は形成されているといえよう。
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